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saycheese!!

泉大津で起こったさま
ざまなできごとやイベ
ントを、写真とともに
お届けします。 

拝 泉穴師神社で文化財消防訓練を実施

殿に向かい一斉放水
消防本部では、1月25日に、重要文化財の本殿・拝
殿などがある泉穴師神社にて、氏子により編成された
自衛消防隊と合同で、文化財消防訓練を実施しました。
これは同26日の「第58回文化財防火デー」にちな

み行ったもので、拝殿から出火したとの想定で、放水
銃などを使用し初期消火を行った後、消防車3台が出
場し、拝殿に向かって一斉放水しました。
訓練終了後には、消防署員と関西電力職員合同で神

社内の消防設備や電気設備などの検査も行われました。

鬼 市内各保育園で豆まき

は外、福は内！鬼退治だゾ
2月3日、上条保育所の園児たちが豆まきを行

いました。
園児たちは、教室で先生から節分の行事につい
ての話を紙芝居で聞いたのち、園庭に集まって豆
まきの準備を始めました。最初は、5歳児たちが
鬼に扮し、年少の園児たちと豆まきを開始。しば

らくして、太鼓の大きな音とともに、鬼が現れる
と、園庭では子どもたちの歓声と泣き声が交錯。
「鬼は外！福は内！」と何度も繰り返し叫びなが
ら豆をぶつける子や、泣いてしまって、ずっと先
生にしがみついていた子など、晴天の空の下、さ
まざまな表情が見られました。

南海本線（泉大津市）連続立体交差事業は、現在、南海
電鉄㈱が工事を進めており、いよいよ今年の夏ごろには両
線高架となります。この事業は、東西間の交通渋滞や市域
の分断を解消するために平成７年度から実施しているもの
です。平成20年６月に難波方面の高架化が完成したこと
により、踏切の待ち時間が短くなっていることは実感され
ていると思います。

い
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南海本線連続立体交差事業

よいよ両線高架に

１月19日、平成23年度「フカキ夢・ひとづくり賞」が
祐仙淳子さん、羽衣体操クラブに贈られました。この賞は、
深喜毛織㈱からの寄付金をもとに実施しているもので、市
の発展向上に寄与する人材の育成を目的として贈られるも
のです。
祐仙さんは、泉大津地域における歴史的遺産について、

講演や紙芝居などを通じて、幅広く市民などに周知を行い、
地域再発見の一助とするなど本市の文化の発展に寄与され
たことが認められたものです。
また、羽衣体操クラブは、本市昭和町にある体操教室を
通じ、本市を中心とした地域に密着した活動を行い、多数
の優秀な選手を育成することにより、本市におけるスポー
ツ環境の創造に多大な貢献をされたことが認められました。

今 「フカキ夢・ひとづくり賞」を授与

後の活躍に期待

市教委では、市内の文化財を紹介するDVD「散策いずみ
おおつ」(全4編)の上映会を市役所などで開催しました。
このDVDは泉大津ロータリークラブ創立55周年記念とし
て企画され、市教委が製作したものです。市役所とテクス
ピア大阪で4回の上映会を行い、市内外から多くの人が参
加し、市内に残る文化財について学びました（DVDは市立
織編館の開館中、同館ロビーにて常時上映中）。
また、1月27日には織編館で第5回ふるさと文化財講座
を開催し、市の専門職員から最新の発掘成果から奈良時代
の和泉国の姿にせまる報告がありました。

市 文化財DVD「散策いずみおおつ」上映会を開催

内に残る文化財について学ぶ

歌 府民運動イメージソングのコーラスレッスンが戎幼で実施

で目指す「こころの再生」

と 条東幼稚園の年長児が小学校で給食体験

ってもおいしかったよ
条東幼稚園の年長児が条東小学校の給食体験を２月３日
に行いました。もうすぐピカピカの1年生の年長児が５年
生のお兄ちゃん・お姉ちゃんといっしょに配膳準備をして、
給食交流をしました。とってもおいしい給食を食べ、満足
顔で幼稚園へ帰っていきました。

写真左から、羽衣体操クラブ・井岡淑子代表、今西裕万選手、
山岸舞選手、新竹優子選手、神谷市長、祐仙淳子さん

「
散
策
い
ず
み
お
お
つ
」
上
映
会

住んでよかったとみんなが思えるまち・大阪を目指し
「こころの再生」府民運動が行われており、この運動のイメ
ージソング“♪みんなトモダチ”のコーラスレッスンを戎
幼稚園全園児が受けました。1月28日には、園長や職員た
ちがラジオ放送FM OSAKAを訪問し、子どもたちの様子
を報告しました。なお、園児の歌が録音されたテープは、
発展途上国の子どもらを支援するため、園児手作りのカバ
ンとともにケニアに送られます。



泉大津市
マスコットキャラ選定あなたの１票が運命を握る！

わたしたちのまち、泉大津にふさわしい
「キャラ」と「名前」を決めてください
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投票締切は
3月19日!

泉大津市
マスコットキャラ選定

本市のマスコットキャラクターデザインを広報紙やホーム
ページ上で募集したところ、全国の皆さんから計 529 点
というたくさんの作品が集まりました。いただいた作品は、
選定委員会で厳正に審査され、次ページの６作品が最終候
補となりました。
この６作品の中から１つを本市公式マスコットキャラとす
るため、本市在住の皆さんに「投票」をお願いします。下
の投票用紙を使うか、ファクス、郵送などで企画調整課（市
役所４階）までお送りください。

あなたの１票が運命を握る！
わたしたちのまち、泉大津にふさわしい
「キャラ」と「名前」を決めてください

泉大津市マスコットキャラクター投票用紙
キャラクター
番号

（１～６の数字）

キャラクター名（いずれかにマル）

住所（応募は１人１回限り）

氏名

①デザイン画の愛称のままでよい
②別名（　　　　　　　　　　　）
③希望なし

泉大津市

泉大津市マスコットキャラ「最終候補生」６体です！

各キャラのデザイナーによる
アピールポイント

デザイン画の愛称：シープルン
　毛糸のパンツをはいている羊で、やわらか
く暖かいイメージのキャラクター。見た人が
ほっこり幸せな気分になる。目や口を変える
事でいろいろな表情を作れる。着ぐるみにす
る際は、若干体を小さくすれば手足は細いの
で薄手の生地で（手足を）作れば比較的動き
やすいと思います。

　全身の毛がふわふわすぎて、目と鼻以外は
埋まっています。この毛のおかげで、だれと
でも「ハグ」してもらえる人気者になれるこ
とが期待できます。
　胸元の木札は、だんじりのケンカ札で、泉
大津市のだんじり熱を PR できます。靴はも
ちろん泉大津製のニットでできています。

　泉大津の特産品である毛布をもっとたく
さんの人々に知っていただくため、近ごろ
全国で話題となっている「ご当地キャラク
ター」作りのお手伝いに参加しようと思い
ました。毛布の暖かさ、優しさに込められ
た生産者の気持ちがふわふわと集まって形
になり、心を宿して生まれたというイメー
ジで描きました。おじいちゃん、おばあちゃ
んから小さな子どもたちまですべての人に
笑顔をもたらし、愛を届け、心の毛布となっ
てくれればいいなと思います。

　港がある泉大津市らしく、羊精（ようせい）
にも船長ユニフォームを着せて、「ウール船
長」と名付けました。泉大津市のさらなる発
展と、明るい将来にむけて舵をとってくれる
頼れる男の子です。

　「いずみん」は編みものが大好きな羊の羊
精（ようせい）です。「いずみおおつ」の文
字が入ったカチューシャをつけ、羊毛の毛糸
のポシェットをつけて、毛布・ニットのまち
「いずみおおつ」を全国に PR しています。
お子さまからお年寄りまで幅広く親しみを
持っていただけ、愛されるキャラクターに描
きました。シンプルなデザインですので、子
どもでも描きやすく、縮小や単色に耐えられ、
着ぐるみはもちろん、グッズなど幅広くお使
いいただけます。

　トレードマークは頭の大きなリボン。自
分の毛を毛糸にしてまとめ髪（毛）にした
ものです。もちろん、それを使って趣味の
編みものをします。身につけている手袋と
スリッパは自作のもの。自分が生まれた毛
布工場の毛布がマント代わり。いつでもど
こでもお昼寝ができます。大きさを自在に
変えられるその毛布で子どもたちと仲良く
お昼寝することが大好きです。

デザイン画の愛称：ウール船長 デザイン画の愛称：いずみん デザイン画の愛称：うーるん

デザイン画の愛称：イズモフ デザイン画の愛称：コットン
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